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子どもたちを見守る車
県民共済生活協同組合　車輌寄附

　宇都宮市にある栃木県民共済生活協同組合か
ら、小型乗用車の寄附がありました。
　この車は、少年指導センター（美原１-17-14）の
巡回車として使用されることになっています。
　小学生の下校時間帯のパトロールや、青少年の
非行の防止などへの活躍が期待されています。

３/９

縄文時代の生活を学ぶ
湯津上小学校　岩舟台遺跡見学

　湯津上小学校の５年生 15名が、湯津上地区の「岩
舟台遺跡」（市指定史跡）の発掘調査を見学しまし
た。
　市教育委員会が委託をしている発掘調査会社の担
当者から、縄文時代の人々の生活について説明を受
けた後、目を輝かせながら、出土した土器や石器に
触れていました。

３/20

卒業生へのプレゼント
佐良土小学校　６年生を送る会

　佐良土小学校の６年生を送る会で、天狗王国ゆ
づかみ唄・踊り保存会による「田植え踊り」が披露
されました。
　自分たちの地域に残るすばらしい伝統文化を知
り、誇りを持って中学校へ進学してほしいという
先生方の願いが込められています。
　会が終えると、７名の卒業生は在校生が作った
アーチをくぐり、会場を後にしました。

３/７

地域の安全を守る
寒井駐在所連絡協議会

　黒羽地区の寒井駐在所連絡協議会では、毎年、
那珂川での水難事故や、釣り客の車を狙った窃盗
事件の発生防止のため、会員による河川パトロー
ルを行っています。
　今回、パトロールの際に着用するユニフォーム
が完成しました。
　夜間もよく目立つ蛍光色が使用されており、私
たちの安全を守る目印となってくれてます。

３/11
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大田原の地酒で乾杯を
大田原六つ蔵新酒・自慢の味発表会

　大田原市は、市内に６つの酒蔵を持つ「地酒のま
ち」です。今年も、カシマウェディングリゾートに
各酒蔵が自慢の新酒を持ち寄り、発表会が行われ
ました。
　新酒のほか、６団体による地元特産品を使用し
た料理なども並び、参加者はおちょこを片手にほ
んのり頬を染め、大田原の味に舌鼓を打ちました。
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本選目指して熱唱！
うたの王様出張予選会 in ピアートホール

　大田原市のふるさと大使・「じんのすけ」さんが
司会者を務める「うたの王様」の出張予選会が、黒
羽地区のピアートホールで開催されました。
　会場には、黒羽商工会加盟店などによるラーメ
ンや緑茶の出店も並びました。
　70 名を超える予選参加者に加え、津久井市長
も１曲披露され、会場は大いに盛り上がりました。

３/28

３/26

黒羽地区にゆかりの有名人！　その名も…！？

　みんなは、松
まつ

尾
お

芭
ばしょう

蕉さんって知ってるかな？　芭蕉さんは江戸時代の前期に活躍した
俳句の達人で、「俳聖」とも呼ばれてるすごい人なんだよ。
　芭蕉さんは、「おくのほそ道」という紀行文のもとになった旅の中で、弟子の曾

そ

良
ら

さん
と一緒に大田原市の黒羽地区にも訪れ、なんと 14 日間も滞在したんだって！　黒羽は居
心地がよかったのかな♪
　芭蕉さんが黒羽に滞在した５月 21 日～６月３日は、「芭蕉ウィーク」と呼ばれていて、

イベントが行われたり、６月には俳句大会も開催されるよ。（イベントに
ついては、本紙 20 ページをチェック！）
　黒羽地区には、芭蕉さんと曾良さんの詠んだ 10 この句碑があるよ。
　これからの季節、歩いて句碑を巡るのもいいかも～♪
　
　じゃあボクも最後に一句！

　大田原　ボクのふるさと　よいところ♪

　あっ季語を忘れちゃった！　…まあ、いいよね☆
芭蕉さんについてもっと知りたいときは、黒羽芭蕉の館　　（５４）４１５１　まで♪

芭蕉句碑（雲巌寺）

芭蕉句碑（浄法寺桃雪邸跡）

大田原市のイメージキャラクター与一くんが、旬な情報をお届けします。
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